
島嶼学概論Ⅱ レポート 農学研究科 1 年 遠藤公志郎 
 

 

 中之島で二日間過ごして、景色がよかったり資料館が想像以上に本格的だったり、楽し

める場所は多かった。夜は鹿児島市の空とは比べ物にならないほど星が出ていたし、道端

に当たり前のようにバナナが生えていたりハイビスカスが咲いていたりそこまで暖かくは

なかったが、南国の雰囲気を楽しめた。観光においては、こういった面で楽しみがいがあ

ると思った。しかし、離島ゆえの不便さも改善したほうがいい点があった。 

1． 携帯電話の電波が、au ではつながらない。 

2． 道があまり整備されてなく、案内の標識が非常にわかりにくい 

3． 天文台は壊れていて観光スポットとならない 

4． 与助岩の看板かはずれていた。行った時には棒だけしかありませんでした 

といった点だ。 

 島を活気づけるためには観光客が重要だ。 

観光客が増える→島が潤う→様々な宿泊施設や観光スポットの整備、新たに島の特産物や

農作物を利用した観光スポットの設置→雇用の増加、知名度の上昇→U ターン、I ターンの

増加 

といった具合に進行するかもしれない。こういった点で上記の問題を改善するべきだ。 

 上記の 1～4 の問題点として挙げた理由は、1．は携帯電話がつながる会社とつながらな

い会社があることは、それだけで観光スポットから淘汰される可能性がある。離島に行く

となったら、多くの人は携帯電話がつながるかどうかが心配ではないかと思う。現在はス

マートフォンの急激な普及により携帯のマップ片手に観光する観光客は少なくない。私も、

観光ではないが、就活活動などで見知らぬ土地を訪れるときスマートフォンは必須で、ス

マートフォン片手に歩いている。そして、現在スマートフォンのなかでも iPhone が大半を

占めているが、iPhone の携帯会社は soft bank と au である。そのため、au の携帯電話が

つながらないといった点は問題である。また、携帯電話はリアルタイムで自分のおかれて

いる情報を SNS やブログを通して共有するツールでもある。観光中の思い出や写真は鮮度

が落ちないうちにすぐ SNS 上にアップしたい人は少なくないと思う。こういった点から、

どの携帯会社もつながるように改善したほうがいいと思う。 

 2．については、標識(観光案内)は古くなり見にくく、道は竹藪から竹が飛び出て通行止

めのような感じになっていた。中之島を観光する上での交通手段は車しかないと思う。お

そらく、観光客は鹿児島、九州県内なら自家用車かもしれないが、多くがレンタカーで来

るのではないだろうか。その時に、竹藪から飛び出した竹で車が傷つく可能性はゼロでは

ないし、それをいちいち避けながら移動するのは面倒だ。観光客を呼ぶためにも観光しや

すい道に整備するべきだと思った。 

 3．については、一番アピールできる天文台が壊れているというのは、大きな観光スポッ

トを一つ無駄にしているに他ならない。費用の面で厳しいかもしれないが、天文台は日本

でも所有している大学は少ないし、その天文台がある離島ということで「日本のスバル」

といった立ち位置にもできるのではないかと思う。4．も 3．と同様だ。 



島嶼学概論Ⅱ レポート 農学研究科 1 年 遠藤公志郎 
 

 

下記は、中之島を観光された方々のブログなどです。 

http://blog.goo.ne.jp/onsen_shouyou/e/9e3e388f8eff70d3b4a3b20ba1d131f8 

 

http://island2001.at.webry.info/200512/article_10.html 

 

http://oitabi42.at.webry.info/201211/article_2.html 

 

http://kuwamura-tono.ocnk.net/product/202 ←クワガタの話！マニアにはたまらない中

之島のクワガタ？！ 

意外に様々な方が中之島を訪れているのだと思いました。私は、研究や就職活動、勉強な

どさまざまなことに追われている中で、都会とは離れた離島に行くことでかなりリフレッ

シュでき、最高の息抜きになりました。また、機会があれば訪れたいと思います。 

 


